
浜松景気ウォッチャー調査の結果について 

2025 年 12 月期調査結果（2026 年 1 月発表分） 
浜松商工会議所 

 

調査趣旨 

浜松商工会議所では、浜松地域の業況と業界動向、地域における問題点を把握するため、2025 年度景

気ウォッチャー調査員（64 名）を対象に、ＷＥＢアンケート調査を行いました。 

  

業種 回答者数 構成比 

 製造業 4 13.8% 

建設業 2 6.9% 

卸売業 5 17.2% 

小売業 8 27.6% 

飲食業 1 3.4% 

サービス業 8 27.6% 

その他 1 3.4% 

計 29 100% 

  

調査結果のポイント 

＜景況＞ 

・2025 年 11 月の業界の景況について、前年同期と比較して、「よくなった」が 3.4％、「変わらない」

が 79.3％、「悪くなった」が 17.2％となりました。 

・2025 年 12 月以降の見通しについて、前月と比較して、「よくなる」が 3.4％、「変わらない」が 79.3％、

「悪くなる」が 17.2％となりました。 
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＜売上高・受注＞ 

・2025 年 11 月の売上高・受注に関して、前年同期と比較して「増えた」が 6.9％、「変わらない」が

58.6％、「減った」が 34.5％となりました。 

・2025 年 12 月以降の見通しについて、前月と比較して、「増える」が 14.8％、「変わらない」が 51.9％、

「減る」が 33.3％となりました。 

  

 

【景気動向 DI（毎月版）】 

＜概要＞ 

景気ウォッチャー調査員６4 名を対象に、前年同月比・来月の見通しの業況判断、売上高・受注高の

DI 値※を、毎月ごとに算出する景気動向調査です。 

※DI（ティフュージョン・インデックス）…前年同月比または前期比で「よくなった（よくなる）」と「悪くなった

（悪くなる）」と回答した企業比率を引いた数値。 

⇒0 より上ならば「よくなった（よくなる）」と回答した人が「悪くなった（悪くなる）」と回答した人が多いことを意味します。 

2024 年 12 月からの景況感と売上高・受注高（前年同月比）は下記の通りです。 
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2024 年 12 月からの景況感と売上高・受注高（来月の見通し）は下記の通りです。 

 

 
 

【調査対象者のコメント】 

業種区分 

最近の経営環境で影響を感じたこと  

① デジタル化やキャッシュレス対応など、業務の効率化についてどのような取組をされ

ていますか？また、導入や運用で感じる課題があれば教えてください。 

② この 1 か月の売上や客数など、商売の状況はいかがでしたか？ 

③ このところの商売や地域の動きで、「気になる」「変わってきた」と感じることがあ

れば教えてください。 

  

自動車(小・修) 
① キャッシュレスは売掛が減り役立っているが、税金の部分にも手数料がかか

ってしまうため考えなくてはならない。 

税理士 会計ソフトのクラウド化やペーパーレス化。 

警備業 
会計・グループウェア・書類のクラウド管理の利用。デジタルディスプレイ 

の活用。 

楽器(製) 
会計ソフトを導入し業務の軽減を図っているが、まだ導入直後でのため操作 

に慣れず効率化は図れて。徐々に効率化を想定。 

社会保険労務士 
デジタル化によって効率が良くなったのもつかの間、急にエラーを生じて復 

旧に時間がかかる事が度々。Windows11（OS）に疑問符。 

経営コンサルタント バーコードや QR コードを使った生産管理システム導入。 

ディスプレイ業 
紙での請求書をメール送信に切り替えたいが、相手先によって受け入れられ

ないという場合があり切替に難航している。 

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

業界の景気について [来月の見通し]

景況感DI 売上高・受注高DI



茶(加・小) 

日本茶専門店の小売ではキャッシュレス導入は進んでいるものの、低単価ゆ

え手数料負担が大きく、在庫・顧客管理などのデジタル化は導入コストと運

用の難しさから十分に活用しきれていないのが現状。関心は高い一方、継続

運用できる仕組み作りが今後の課題。 

玩具(販) 
会計ソフト、SNS 活用、キャッシュレス導入など取り組みはしているが、使

いきれていない状態。 

家庭電化製品(販) LINE を利用して、工事費の見積、工事の施工管理を行っている。 

事業協同組合(鉄) 

能力開発セミナー、AI 研修の参加により従業員のスキルは向上しつつある。 

ただ業務の効率化が図られているかと言えば、導入し使いこなすレベルにま

では達成していない。 

事業協同組合(ものづくり) 一部企業で試行的に AI 活用による事務関係の業務改善を実施している。 

居酒屋 

PayPay を使っている。全てのキャッシュレスを使えるようにしてしまうと、 

ランニングコストをキャッシュで回せなくなる為、どれもこれも使えるよう 

には出来ない。 

梱包資材(卸) デジタル化がどこまで必要なのか懐疑的。 

建築設計業 
法の改正による、構造計算ソフトや省エネ計算ソフトの購入が必要となって

きて、費用負担が大きくなっている。 

鋳材(卸) ② 特に売り上げは変わらず。 

税理士 繁忙期。 

鉄材料(販) 来客数、電話の問い合わせ、いずれも減少。 

社会保険労務士 
７月～９月にかけて、受注減の状態が継続した。また、原材料費、燃料費の 

増加により、経常利益減が生じた。 

楽器(製) 
3 連休が２回あったおかげもあり売り上げは良かった。浜松市内だけでなく 

他地域からの注文もあり、全体として良い売上となった。 

社会保険労務士 
健康保険の被扶養者調査があったため、ずいぶん前に就職していたのに届出 

ていなかったケースが例年より多くあった。 

ディスプレイ業 １１月が繁忙期の為、売上は上がったが、前年比と同様だった。 

茶(加・小) 

季節感のズレで、この 1 か月は客数・売上ともに前年をわずかに下回り、特に平日の 

来店に弱さが見られた。気温変動や消費マインドの低下が影響している一方、週末の 

イベント時は比較的堅調で、需要の偏りが課題となっている。 

玩具(販)   来客数など前年に比べて厳しい状況。 

家庭電化製品(販) 前年に比べて、客数、売上が減少した。 

事業協同組合(石油) 

ガソリンの旧暫定税率廃止が 12 月 31 日に決定し、政府による補助金は 12 

月 11 日まで段階的に増額中。これに伴う買い控えなどにより、11 月の販売 

数量は前年に比べ減少した。 

事業協同組合(機械) 特に大きな変化はないが、収益の伸びは少ない。 

事業協同組合(鉄) 製造業の売上は横ばい。 

梱包資材(卸) 
客数は変わりないが売上は減っている。ユーザーの業績に直結する業態なの 

で近年はずっと下降気味。 

税理士 ③ 自動車関連の受注変動が激しい。 

鉄材料(販)   材料の問い合わせすら無い。 

税理士   会社経営について、今後の事を考えると不安であるという人が多くなった。 

警備業 県外からの競合他社の参入が増えた。 



楽器(製) 

商品の値上げをしてから、いまいち動きが鈍いと感じていたが、最近その影 

響を感じることが少なくなってきている。物価の高騰に消費者も困るとは言 

いながら、慣れてきてしまっているのではないかと感じる。 

経営コンサルタント 浜松はインバウンドの客が少ない。 

ディスプレイ業 時期的なものか？10 月～11 月は取引先全般に忙しく動いていた感じ。 

茶(加・小) 

地域では消費を控える動きが続く一方、品質や体験価値を求めるお客様が増 

え、売れ筋が中価格帯から目的買いへとシフトする傾向が見られる。また、 

イベント時の集客効果が高まっており、平常日の落ち込みとの二極化が進ん 

できている。 

木製品(製) 米国輸出の際に税関でのストップが増えている。 

家庭電化製品(販) お客様の高齢化のスピードが速い。電化製品を⾧く使用する傾向。 

事業協同組合(機械) サービス業の販売店など店舗の減少が目立つ。 

事業協同組合(鉄) 

大型スーパーだけでなく、ファーマーズマーケット等のキャッシュレス化が 

進み会計レジ待ちが短縮されている。個人の医院でも PayPay 支払が可能な 

ところが増えている。 

梱包資材(卸) 
物の動きがかなり落ち込んでいる。通販などもキャンペーンの時期以外は伸 

びを感じない。 

建築設計業 

建設工事費の価格上昇により、民間の工事発注は減ってきている感がある 

が、市や県の官公庁の発注業務も受注している為、事務所としての売上は変 

化横ばい。施工業者は、現場監督員の人数によって受注できる量に限度があ 

るため、全体的に忙しい状況が続いている。 

以 上 


